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JA佐渡広報誌

年頭のごあいさつ
支店運営委員長より新年を迎えてごあいさつ

特集

お正月はこれで決まり！佐渡産100％こがねもち！



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
の
稲
作
は
仮
渡
金
の
引

下
げ
に
よ
り
組
合
員
に
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
８
月
11

日
の
台
風
被
害
が
あ
っ
た
も
の

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
１
等
米
比
率

は
89
％
を
超
え
取
引
先
か
ら
の

引
合
い
も
順
調
に
す
す
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
し
い
ぶ
き
に
つ
い

て
は
シ
ラ
タ
が
多
く
発
生
し
、

今
後
の
販
売
に
懸
念
が
生
じ
て

い
ま
す
。
一
方
、
作
況
指
数
が

98
と
収
量
減
、
生
産
調
整
目
標

数
量
の
増
さ
ら
に
経
営
所
得
安

定
対
策
が
１
／
２
に
削
減
な
ど

稲
作
経
営
に
厳
し
い
年
と
な
り

ま
し
た
。

年
頭
の

�
ご
あ
い
さ
つ

Ｊ
Ａ
佐
渡
経
営
管
理
委
員
会

会
長　

髙
橋　

一
五

　

お
け
さ
柿
は
数
量
・
品
質
と

も
良
好
で
し
た
が
他
産
地
と
の

競
合
や
秋
果
実
の
豊
作
と
重
な

り
価
格
が
低
迷
、
さ
ら
に
10
月

16
日
の
霰
・
雹
の
被
害
に
よ
り

生
産
量
は
生
産
登
録
比
92
％
と

な
り
と
く
に
主
力
の
新
穂
地
区

で
は
60
％
と
極
端
に
悪
く
、
残

念
な
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
方
、
あ
ん
ぽ
柿
は
量
・
価

格
と
も
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

畜
産
に
お
い
て
も
仔
牛
価
格

は
高
値
で
推
移
し
た
も
の
の
生

産
者
の
リ
タ
イ
ヤ
や
出
場
頭
数

減
な
ど
市
場
維
持
に
大
き
な
課

題
を
残
し
ま
し
た
。
酪
農
に
お

い
て
も
経
営
戸
数
は
維
持
し
て

い
る
も
の
の
搾
乳
量
は
減
少
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、Ｊ
Ａ
は
昨
年
11
月「
Ｊ

Ａ
自
己
改
革
」
を
発
表
、「
食

と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
協
同
組
合
」と
し
て「
持

続
可
能
な
農
業
」
と
「
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
」
の

実
現
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
Ｊ
Ａ
佐
渡
の「
営

農
ビ
ジ
ョ
ン
」「
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
合
致
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

基
本
目
標
と
し
て
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」
に
取

組
み
ま
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
は
じ
ま
る
座

談
会
に
は
水
田
を
水
田
と
し
て

活
用
す
る
「
水
田
フ
ル
活
用
」

の
具
体
的
取
組
み
を
耕
作
放
棄

地
の
計
画
的
回
復
と
合
わ
せ
提

案
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
売

れ
る
米
づ
く
り
」
に
つ
い
て
も

提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
に
は
「
事
業
・
組
織
の

見
直
し
」
に
つ
い
て
臨
時
総
代

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、
旧

市
町
村
単
位
に
１
拠
点
を
原
則

と
し
て
の
事
業
展
開
を
提
案
す

る
も
の
で
す
。「
店
舗
が
遠
く

な
る
」
や
「
不
便
に
な
る
」
な

ど
組
合
員
の
要
望
は
多
々
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
改
革

や
農
協
改
革
、
成
長
産
業
化
等

に
対
応
で
き
る
Ｊ
Ａ
の
体
制
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
27
年
は
Ｊ
Ａ
運
動
の
新

し
い
出
発
の
年
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
・
高

齢
化
・
規
模
拡
大
等
佐
渡
の
現

状
を
十
分
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
佐
渡

と
し
て
取
組
む
方
向
と
課
題
を

組
合
員
と
共
有
し
実
行
に
取
組

み
ま
す
。

　

今
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て

よ
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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�
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新
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の
お
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�

申
し
上
げ
ま
す
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支
店
運
営
委
員
会
委
員
長
よ
り
新
年
を
迎
え
て
ご
あ
い
さ
つ

金
井
支
店
　
　
本
間
　
博

　

金
井
地
区
で
は
26
年
産
米
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
１
等
比
率
が
平
均
92
・
65
％
と
前
年

よ
り
品
質
向
上
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米
・
売
れ
る
米
作
り
を
今
年
も
目
指
し
た
い

で
す
。
組
織
事
業
の
見
直
し
は
、
組
合
員
が
納
得
、
又
は

理
解
で
き
る
よ
う
検
討
が
必
要
で
す
。
経
営
管
理
委
員
会

に
意
見
具
申
す
る
為
に
も
支
店
運
営
に
対
す
る
意
見
・
知

恵
を
お
貸
し
下
さ
い
。
集
落
の
将
来
、
担
い
手
も
含
め
て
、

安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
農
業
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

新
穂
支
店
　
　
末
武
　
正
義

　

政
府
が
進
め
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
」

で
は
農
業
・
農
村
が
潰
れ
、
一
連
の
「
農
協

批
判
」
を
利
用
し
た
Ｊ
Ａ
叩
き
は
、「
農
協

消
滅
」
が
狙
い
で
す
。
最
早
Ｊ
Ａ
は
協
同
組
合
で
は
な
い
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
地
方
で
は
、
生
活
を
支
え
る
、
無
く
て
は
な
ら
な
い

組
織
で
す
。
特
に
離
島
佐
渡
で
は
力
強
い
「
Ｊ
Ａ
力
」
が
要
求

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
作
成
し
た

地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
を
絵
空
事
に
し
な
い
よ
う
皆
様
と
一
丸
に
取

り
組
む
こ
と
が
一
助
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

両
津
支
店
　
　
三
國
　
豊

　

地
域
に
お
け
る
農
業
は
、
高
齢
化
や

米
価
の
低
迷
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
が

叫
ば
れ
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
で
は
農
産
物
の
品
質
向
上
、
所
得
の
安
定
、
コ

ス
ト
の
低
減
等
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
一
つ
一
つ
に
対
し
て
、
各
農
家
間
、
Ｊ

Ａ
や
行
政
と
連
携
を
密
に
し
て
、
佐
渡
の
農
業
を
守
っ
て

行
か
ね
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

赤
泊
支
店
　
　
渡
辺
　
鉄
男

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
米
価

の
下
落
や
お
け
さ
柿
の
販
売
環
境
の
悪
化

な
ど
、
生
産
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

つ
づ
い
て
い
ま
す
。
加
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｊ
Ａ
改
革
の
問
題
な
ど
、

農
業
・
Ｊ
Ａ
は
言
う
に
及
ば
ず
、
私
た
ち
佐
渡
の
住
民
に
と
っ

て
も
大
き
な
問
題
で
す
。
今
後
も
農
業
及
び
地
域
づ
く
り
の
為
、

Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
充
実
し
た
Ｊ
Ａ
に
よ
る
支
店
運
営
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
木
支
店
　
　
佐
藤
　
洋
子

　

農
協
を
取
り
巻
く
各
組
織
も
改
革
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の
小

木
地
区
も
高
齢
化
が
進
み
離
農
者
、
廃

作
地
が
増
し
て
い
る
中
こ
ん
な
時
こ
そ
農
協
と
の
関
わ
り

を
密
に
し
て
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
担
い
手
、
新
規
就
農

者
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
支
店
運
営
委
員

会
で
は
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
を
参
考
に
農
業
の
活
性
化

や
支
店
業
務
の
運
営
を
検
討
し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

真
野
支
店
　
　
松
井
　
正
隆

　

島
内
を
巡
っ
て
眼
に
映
る
こ
と
は
、

赤
く
色
づ
き
放
置
さ
れ
た
柿
園
地
が
や

た
ら
多
い
光
景
で
あ
る
。
こ
れ
も
廃
園

だ
ろ
う
か
、
こ
こ
数
年
こ
の
傾
向
が
増
え
続
け
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
老
齢
化
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
は
柿
に
限
ら
ず
畑
も
又
同
じ
で
あ
る
。
ど
の
様
な

対
策
が
必
要
だ
ろ
う
か
、
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
大
切
で
あ
り
其
の
事
が
、

今
強
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
和
田
支
店
　
　
細
野
　
精
一
郎

　

政
府
か
ら
の
農
協
改
革
の
提
起
で
、
農

協
法
人
で
あ
る
中
央
会
制
度
に
対
し
て
、

新
農
政
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
制
度
が

動
き
か
け
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
含
め
て
、
改
に
農
政
の

転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
農

業
者
は
今
後
、
支
店
運
営
委
員
会
を
中
心
に
地
域
営
農
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
践
し
て
、
農
業
を
基
軸
と
す
る
魅
力
的
な
成
長
産

業
を
目
指
し
た
い
。
地
域
社
会
再
生
の
た
め
に
も
組
合
員
の

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
説
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

畑
野
支
店
　
　
本
間
　
信
行

　

政
府
与
党
は
食
糧
自
給
力
の
指
標
化

や
農
業
農
村
所
得
倍
増
目
標
の
扱
い
等

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
今
農
村
で
は
高

齢
化
や
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
等
農
業
生

産
基
盤
の
脆
弱
化
は
不
安
定
な
農
政
が
要
因
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
佐
渡
の
よ
う
な
中
山
間
地
は
更
に
厳
し
い
状
況
で
、

皆
様
方
の
ご
意
見
を
頂
き
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
で
対
応
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

相
川
支
店
　
　
石
塚
　
順
一

　

政
府
の
農
政
改
革
案
が
次
々
と
猫
の
目

の
様
に
変
化
し
、
猫
の
目
農
政
と
言
わ
れ

て
い
る
現
在
、
全
中
で
は
Ｊ
Ａ
の
自
己
改

革
案
と
し
て
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
基
軸
と

し
て
示
し
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
農
家
に
は
理
解
で
き
な
い
事

ば
か
り
で
あ
る
。
年
々
米
価
や
農
産
物
の
価
格
は
下
が
り
続

け
、
反
面
生
産
資
材
の
価
格
は
高
騰
を
続
け
農
家
を
苦
し
め

て
い
る
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
明
る
い
将
来
が
見
え
る
の
か
、
農

家
は
混
迷
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
Ｊ
Ａ

佐
渡
自
体
が
体
力
を
つ
け
、
組
合
員
が
将
来
安
心
し
て
地
域

の
農
業
を
守
り
生
活
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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農業税務に関するお知らせ
平成26年１月１日からの通帳取引の中で、農業税務に係わる取引の例示をまとめましたので、参考にして下さい。

� 26年 12月作成 JA佐渡

普 　通 　貯 　金　　（兼お借入明細） 仕　訳

年 月 日 摘　要 お支払金額 お預り金額 内　容 借　方 貸　方

26-01-30 米精算金 H24ネンサイシユウセイサン ＊＊＊＊＊ 24年産米の最終精算 普通預金 雑収入　※１

26-02-06 申告利用料 1,000 支援システム 農業所得申告支援システム利用料 雑費 普通預金

26-02-25 申告利用料 10,500 Web利用料 Web農業簿記システム利用料 雑費 普通預金

26-03-07 歳出金 ホクリクノウセイキヨク 水田活用直接支払い交付金（産地資金） 普通預金 雑収入

26-03-17 飼料用米 Ｈ24ネンサン 飼料用米精算最終精算 普通預金 雑収入

26-04-21 申告利用料 ＊＊＊＊＊ 減価償却費計算 減価償却計算サービス利用料 雑費 普通預金

26-04-28 農）租税 2,000 青色申告会会費 25年度JA佐渡農業青色申告会会費 租税公課 普通預金

26-04-30 振込 サドシノウギヨウサイセイ ＊＊＊＊＊ 佐渡版戸別所得補償交付金 普通預金 雑収入

26-05-28 農）雑収入 海上運賃助成米 離島流通海上運賃助成金 普通預金 雑収入

26-06-17 振込 JAバンクリシジヨセイ ＊＊＊＊＊ JAバンクによる利子助成 普通預金 雑収入

26-06-20 米契約金 2,500 平成26年産米出荷契約金（2,500円/30㎏） 普通預金 前受金

26-06-27 振込 コウフヘンノウキン ＊＊＊＊＊ 水田経営所得安定対策の積立金返還 普通預金 仮払金

26-07-18 振込 サドノウギヨウキヨウサイ 水稲共済無事戻し 普通預金 雑収入

26-07-22 農）雑費 ＊＊＊＊＊ 水経事務手数料 水田経営所得安定対策における事務委託手数料 雑費 普通預金

26-07-22 振替 ＊＊＊＊＊ ナラシ積立金 水田経営所得安定対策平成26年度積立金 仮払金 普通預金

26-07-29 農済水稲 ＊＊＊＊＊ 水稲共済掛金 共済掛金 普通預金

26-09-＊＊ ＪＡ米 JA米 コシヒカリ 6,000 コシヒカリ１袋（30㎏）出荷した米代金（１等） 普通預金 販売高

26-09-＊＊ 米契約金 2,500 米契約金の返納 前受金 普通預金

26-09-＊＊ 加工用米 加工用米 コシヒカリ 4,150 加工用米としてコシヒカリ１袋（30㎏）出荷した米代金（１等） 普通預金 販売高

26-09-＊＊ 屑米代金 ＊＊＊＊＊ 屑米（25㎏）１袋出荷した販売代金（袋代込み） 普通預金 販売高

26-10-21 賦課金 ＊＊＊＊＊ ＪＡ佐渡の賦課金 租税公課 普通預金

26-10-＊＊ 米仮払金 カントリーカリバライ 5,600 
カントリーへのコシヒカリ出荷分に対する仮払金
（60㎏）
こしいぶき2,600円

普通預金 仮受金

26-10-＊＊ 備蓄米 （品種　重量） 137.0 カントリー出荷の備蓄米代金（１等/kg） 普通預金 販売高

26-10-＊＊ 加工用米 （品種　重量） 137.0 カントリー出荷の加工用米代金（１等/kg） 普通預金 販売高

26-10-30 防除費 ＊＊＊＊＊ 共済組合防除費 農薬衛生費 普通預金

26-11-10 米代金 H25ツイカバライ ＊＊＊＊＊ 25年産米の追加払い 普通預金 雑収入

26-11-10 ＪＡ米 ＊＊＊＊＊ カントリー出荷分の米代金 普通預金 販売高

26-11-10 米仮払金 ＊＊＊＊＊ カントリーカリバライ カントリー仮払金返済 （CE,JA米出荷分　コシヒ
カリ5,600円　こしいぶき2,600円/60㎏） 仮受金 普通預金

26-11-10 バラ利用料 ＊＊＊＊＊ カントリー カントリー利用料 賃借料 普通預金

26-11-28 歳出金 ホクリクノウセイキヨク ＊＊＊＊＊ 米の直接支払交付金（7,500円/10a） 普通預金 雑収入

26-12-17 契約金利 ＊＊＊＊＊ 26ネンマイシユツカケイヤク 出荷契約金に伴う金利 利子割引料 普通預金

26-12-24       
（予定） 歳出金 ホクリクノウセイキヨク ＊＊＊＊＊ 水田活用の直接支払交付金（加工用米、飼料用米、

米粉用米、飼料作物、WCS） 普通預金 雑収入

26-12-24           
（予定） 備蓄米 H26面積支払 ＊＊＊＊＊ 26年産備蓄米の面積支払い（20,000円/10a） 普通預金 販売高

26-12-26          
（予定） 柿代金 ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊管内柿代金振込 普通預金 販売高　※１

26-12-29                
（予定） 柿代金 ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊以外柿代金振込 普通預金 販売高　※１

26-12-29       
（予定） 農）雑収入 予約大口奨励金 ＊＊＊＊＊

①�肥料農薬を一定以上予約いただいた方への奨励
金（肥料費、農薬費、それぞれの経費から入金
分を差し引きます。）

普通預金 肥料費もしくは
農薬費　※２

①�肥料農薬を一定以上予約いただいた方への奨励
金（雑収入へ計上します。） 普通預金 雑収入　※２

※１ 収入－経費の差し引きで入金されますので、収入は収入、経費は経費へ計上します。
※２ 消費税対象者の方はＪＡへご相談ください。
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農業所得申告支援システムご利用の皆様へ
帳票の発送について
　平成26年度の農業所得申告支援システムの帳票は、平成27年１月22日までにはお届けが完了す
る予定ですのでお知らせいたします。システムを活用した税務申告の研修会日程につきましては、
帳票発送時に同封いたしますのでご確認ください。

記帳・帳簿等の保存義務について
　農業所得に関する記帳と帳簿の保存は行っていますか？
　平成26年１月からすべての農業者の皆様を対象に、記帳・帳簿等の保存が必要になりました。農
業所得申告支援システムの帳票や、供給伝票、購買取引明細書等は保存義務対象となりますので、
しっかりと保存をしてください。農業所得申告支援システムに反映されないJA以外の取引および
現金取引について、パソコンのエクセルを使用して入力する「収入・必要経費記録簿」をご用意し
ておりますので、必要な方は最寄りの営農農機課へご相談ください。JA佐渡のホームページにも
掲載してありますのでご活用ください。

記帳代行のご案内
　農業申告をJAが代行する記帳代行（年会費 32,400円）を利用してみませんか？
　ご利用者様からは原則、２～３ヵ月に１度、領収書・現金出納帳・通帳のコピー、交付金や農業
収入の通知等を資料として提出していただき、ＪＡ取引データや報告いただいた現金取引内容にも
とづいて、貸借対照表・総勘定元帳・青色申告決算書等の作成・提供を行うものです。複式簿記で
記帳するため、青色申告特別控除（最高65万円）など青色申告の特典を受けられます。
　申告書類の作成のほか、データの蓄積によりご自身の経営状況を
わかりやすく表示した経営分析シートも作成されます。分析シート
を基に、TACや営農指導員と今後の経営についての相談会も行いま
すのでぜひご利用ください。

　�※青色申告をするには届出が必要になりますので、青色申告を始めようとす
る年の３月15日までに青色申告の承認申請書を佐渡税務署へ提出ください。

（すでに申請済の方は不要）また、税務研修会や税理士指導会等を行ってお
りますので、JA佐渡農業青色申告会（年会費2,000円）にも併せて加入が必
要となります。

　�　27年申告より利用を希望される方、また、記帳代行の詳しい内容につき
ましては営農事業部営農企画課（TEL63-3106）までお問い合わせください。

【 ３ヵ年経営分析書 】

減価償却費計算サービスのご案内
　毎年の農業所得申告時に減価償却の計算にお困りではありませんか？
　ＪＡでは、減価償却費の計算サービスを有償で行っています。
　お申し込みを希望される方は、１月31日までに最寄りの営農農機課で加入手続きをお願いいたし
ます。申込時には、通帳お取引印と、減価償却費の所有状況がわかるもの（前年度申告書類等のコ
ピー）、当年10万円以上の取得資産がある場合は取得月日、価格等がわかるもの（領収書等のコピー）、
売却または廃棄処分した資産がある場合はその月日、売却価格等がわかるものが必要になります。
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平
成
26
年
２
月
19
日
に
Ｊ
Ａ

佐
渡
経
営
管
理
委
員
会
会
長
よ

り
、
現
状
の
佐
渡
米
の
評
価
や
需

給
情
勢
・
農
業
政
策
等
を
踏
ま

え
て
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
米
の
売
れ
る
米

作
り
対
策
に
つ
い
て
諮
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
経
営
管
理
委

員
・
生
産
者
・
消
費
者
の
代
表
９

名
が
委
員
と
な
り
、「
Ｊ
Ａ
佐
渡

売
れ
る
米
作
り
対
策
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
検
討
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
振

興
局
と
佐
渡
市
よ
り
顧
問
と
し
て

委
員
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ

佐
渡
常
勤
理
事
が
幹
事
と
し
て
、

営
農
事
業
部
副
部
長
と
各
課
長
が

事
務
局
と
し
て
、
10
回
の
委
員
会

を
開
催
し
答
申
内
容
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

　

諮
問
事
項

　

１
．�

環
境
変
化
に
対
応
し
た
佐

渡
米
生
産
に
つ
い
て

　

２
．
生
産
振
興
対
策　

　

３
．
佐
渡
米
の
販
売
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
佐
渡
米

売
れ
る
米
づ
く
り
対
策
委
員
会

最
終
答
申
概
略
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■ 

生
産
者
の
意
欲
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め

　

委
員
会
に
お
い
て
は
「“
売
れ

る
米
作
り
”
＝
（
イ
コ
ー
ル
）“
１

等
米
”
と
は
限
ら
な
い
」
と
の
意

見
や
「
担
い
手
・
次
世
代
対
策
の

議
論
が
必
要
で
あ
る
」「
集
落
営

農
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と
す

べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
会
の
主
た
る
議
論

を
「
良
い
米
を
ど
の
よ
う
に
生
産

（
集
荷
）
し
て
ど
の
よ
う
に
販
売

し
て
い
く
の
か
」
に
し
ぼ
り
、
更

に
「
生
産
者
の
意
欲
向
上
に
つ
な

が
る
」
よ
う
な
、
意
見
の
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。

　
■
品
質
向
上
の
為
の
提
案

　 

（
中
間
答
申
）

　

具
体
的
に
は
、
既
に
中
間
答
申

も
行
い
一
定
の
成
果
を
上
げ
ま

し
た
が
、
平
成
26
年
産
の
品
質
向

上
策
に
つ
い
て
議
論
し
、
Ｊ
Ａ
佐

渡
の
指
導
体
制
や
品
質
向
上
90

の
実
践
ほ
場
に
お
け
る
指
導
会

の
実
施
な
ど
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
品
質
向
上
の
仕
上
げ
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
色
彩
選
別
機

の
導
入
推
進
を
行
う
よ
う
に
答

申
し
、
既
に
複
数
の
生
産
者
の
方

か
ら
導
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
■
最
終
答
申

　

12
月
の
経
営
管
理
委
員
会
で

は
、
最
終
的
な
答
申
を
行
い
ま
し

た
。
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．�

環
境
変
化
に
対
応
し
た

佐
渡
米
生
産
に
つ
い
て

〇�

現
状
の
水
田
農
業
面
積
を
フ

ル
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

農
家
手
取
り
が
向
上
し
、
需
要

に
応
じ
た
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
に
す
す
め
る
こ
と
。

○�

銘
柄
誘
導
に
つ
い
て
は
、
販
売

対
策
で
あ
る
と
同
時
に
担
い

手
対
策
で
あ
り
品
質
向
上
対

策
で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
生
産
者
へ
の
個
別
説
明
を

行
い
目
標
数
値
を
示
し
具
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
。

　
２
．
生
産
振
興
対
策

　

１
等
米
比
率
90
％
以
上
を
維

持
す
る
た
め
、
ま
た
食
味
向
上
策

と
し
て
次
の
具
体
策
に
取
り
組

む
こ
と

○�

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
場
を

活
用
し
、
時
期
別
の
情
報
提
供

を
行
う
と
共
に
各
地
域
条
件

に
沿
っ
た
基
本
技
術
対
策
の

指
導
会
を
継
続
す
る
こ
と
。

○�

気
象
変
動
（
異
常
高
温
）
に
耐

え
う
る
稲
作
り
に
不
可
欠
な

“
土
づ
く
り
”
を
継
続
的
に
実

施
す
る
よ
う
、
営
農
指
導
と
購

入
助
成
を
継
続
し
推
進
す
る

こ
と
。
特
に
地
域
特
性
に
合
わ

せ
た
ケ
イ
酸
質
肥
料
の
推
進

（
実
証
試
験
）
を
行
う
こ
と
。

○�

稲
わ
ら
焼
却
を
抑
制
し
圃
場

へ
の
す
き
込
み
を
推
進
す
る

と
共
に
、
籾
殻
の
有
効
利
用
に

つ
な
が
る
指
導
を
行
う
こ
と
。

○�
食
味
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
に
、「
生
育
状
況
の
確
認
に

よ
る
適
正
な
穂
肥
施
用
」
を
実

践
す
る
た
め
の
指
導
を
強
化

す
る
こ
と
。

○�

品
質
向
上
の
重
要
な
手
段
と

し
て
の
色
彩
選
別
機
の
普
及

拡
大
を
目
指
す
こ
と
。
あ
わ

せ
て
、
共
同
乾
燥
施
設
に
お

い
て
可
能
な
所
か
ら
順
次
色

彩
選
別
機
の
導
入
と
、
区
分

集
荷
・
販
売
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。

○�

継
続
的
に
高
品
質
米
づ
く
り

と
な
る
よ
う
に
、
生
産
者
の
や

る
気
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
Ｊ

Ａ
佐
渡
独
自
の
生
産
者
表
彰

制
度
を
設
定
す
る
こ
と
。

　
３
．�

佐
渡
米
の
販
売
に
つ
い
て

○�

消
費
者
と
の
交
流
や
販
促
活

動
等
の
機
会
を
通
じ
、
佐
渡
の

特
徴
で
あ
る
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認

定
や
生
物
多
様
性
の
取
り
組

み
な
ど
、
安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
佐
渡
米
に
つ
い
て
消
費

者
に
伝
え
る
活
動
に
努
め
る

こ
と
。
特
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
系
農
薬
の
不
使
用
に
つ
い

て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

○�

「
Ｊ
Ａ
佐
渡
米
憲
章
（
仮
称
）」

を
設
定
し
、
佐
渡
米
ブ
ラ
ン
ド

確
立
の
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
。
更
に
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

の
憲
章
（
基
準
）
も
明
ら
か
に

し
、
買
い
取
り
販
売
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と

○�
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
担
当
レ

ベ
ル
で
の
積
極
的
な
営
業
活

動
と
販
売
促
進
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
。

○�

ネ
ッ
ト
販
売
等
、
多
様
な
販
売

手
法
を
駆
使
し
有
利
販
売
に

努
め
る
こ
と
。

　

売
れ
る
米
作
り
を
検
討
す
る

上
で
は
、
主
食
用
米
だ
け
で
な
く

非
主
食
用
米
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

委
員
会
に
お
い
て
議
論
に
上
が

り
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

別
途
実
施
す
る
「
水
田
フ
ル
活
用

検
討
委
員
会
」
で
の
議
論
に
委
ね

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

水
田
フ
ル
活
用
検
討
委
員
会

の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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　小・中学生のみなさんに美術を
通して交通安全へ関心を持っても
らい、それが社会に広がっていく
ことを願って開催されています。
今年度は、県内の小・中学校156
校より928点の応募があり、佐渡
からは６名が入賞しましたので、
ご紹介いたします。

　真野小学校１年　髙野 佑輔  さん

　金井小学校４年　鈴木 琉生  さん

行
谷
小
学
校
２
年

�

菊
池 

沙
也
加  

さ
ん

二
宮
小
学
校
６
年

�

岩
﨑 

紀
尚  

さ
ん

高
千
中
学
校
１
年

�

室
岩 

葵  

さ
ん　新穂小学校５年　石井 れの  さん

新潟県知事賞

金
賞

金
賞

金
賞

新潟県警本部長賞

なお、この作品は全国コンクールで
内閣府特命担当大臣賞

を受賞しました。おめでとうございます！

新潟県教育長賞

第29回新潟県

交通安全ポスター
コンクール

ＪＡ佐渡 佐渡米販売情報

　前年よりは遅れていますが、
集荷数量からみた出荷進度とし
ては、２か月間で22％と早め
に進んでいます。また、契約率
も他産地と比較して高い数値と
なっており、卸からの佐渡米に
対する需要は高い状況となって
います。

26年産佐渡米販売状況
11月末日現在

コシヒカリ 主食用販売計画
（トン）

販売実績 主食用
契約率（%）数量（トン） 前年同期比（％）

佐渡地区  15,581  3,412  93 77

新潟一般 125,044 20,598 125 66

魚沼地区  21,511  3,650  95 40

岩船地区  13,442  2,352 105 55
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ＪＡ佐渡青年部・ＪＡ役職員
地域おこし協力隊

2014.12.06 in 新穂
　12月６日、新穂支店を会場に青年部と
ＪＡ役職員による懇談会が行われました。
　この懇談会は青年部事業活動として例
年行っているもので青年部員36名が参加
し、今回は佐渡市地域おこし協力隊の皆
様も交えて意見交流が行われました。
　はじめに農政改革についての経緯と方
針等について説明があり、青年部員から
は農政改革に対するＪＡ佐渡の取り組み
やＴＰＰに関する地域農業への影響、農
産物輸出についての質問等、様々な意見
要望が出されました。青年部大井委員長
からは「米価が低迷している今、農家は
生き残る為に必死である。もっと佐渡独
自の視点をもって米の販売をしてもらい
たい」と要望がありました。
　また、佐渡市地域おこし協力隊４名か
らも自己紹介を含め農林水産業を中心と
した地域おこしの課題も提言され、佐渡
の地域活性に向けた活発な意見交流が行
われました。
　笹川・西三川地区担当の寺内栄樹さん
からは、若者の就農や援農について「農
業研修制度や支援金などの制度がまだ周
知されていないので、就農を考えている
若い人にもっと積極的な情報提供が必要」
との意見が出されました。
　また、新穂地区担当の小川佳奈子さん
からは地域おこし協力隊が地域に入り活
動しやすい環境づくりが求められ「知ら
ない土地に入っていく事はとても勇気が
いる事、地域の人とどう人間関係を築く

かが大切だと思う。新穂地区においては
世話をしてくれる方が１人付いて、集落
ごとのキーパーソンへの紹介など人間関
係作りを助けてくれたのがとても助かっ
た。新規就農の場合はその人が孤立しな
い様に見守ってくれる、受け入れ体制が
大切」との意見がありました。
　また、高千・外海府地区担当の中村暢
子さんから「島民の悪いところ・ここは
直して欲しいところ」という忌憚ない意
見も求められ「佐渡の人が佐渡の事を悪
く言う事があるのはもったいない。集落
単位の結集力は強いが反面、横の繋がり
があまり無い様に感じるのでもったいな
いと思う」との意見が出されました。
　赤泊地区担当の亀﨑正洋さんからも「話
をすると皆さんとても良い発想をお持ち
なのに島民の性格なのか消極的で率先し
て行動をおこす人が少ないので、我々の
様な者をもっと積極的に活用してその発
想を活かして欲しい」との意見がありま
した。

意見交流
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第１回　金融窓口ディスプレイコンテスト
� 2014.11.10-12
　11月10日・12日に、まごころフレッシュアップ運動の一環
として「窓口ディスプレイコンテスト」を行い、参加した全支
店の職員による投票の結果、最優秀店舗に赤泊支店が選ばれま
した。ディスプレイに季節感が出ており、店内も全体的に飾り
付けてありバランスも良かった事が評価されての受賞でした。
ＪＡ佐渡では各支店ごとに工夫を凝らしたディスプレイを行っ
ておりますので、ご来店の際はぜひご覧ください。

第10回佐渡産りんご（ふじ）
果実品評会・表彰式開催

� 2014.12.4
　12月４日に中央選果場にて第10回佐渡産りんご

（ふじ）果実品評会を実施し、その表彰式が８日に
新鮮空間よらんか舎で行われました。品評会には生
産者11名から計19点のふじが出品され、外観や食
味で審査を行いました。審査の結果、最優秀賞に柴
原豊明さん（真野）、優秀賞に斉藤農園さん（新穂）、
柴原寿美さん（真野）の２名が選ばれました。表彰
式前日の７日には新鮮空間よらんか舎でりんごの即
売会を行い、消費者へのＰＲ活動も行いました。

　　　　　家の光最高普及率賞受賞� 2014.12.10
　12月10日、新潟市内のANAクラウンプラザホテル新潟において
ＪＡグループ新潟「家の光」大会が行われました。大会では県内
の各JA女性組織メンバー約350人があつまり、記事活用体験の発
表や表彰が行われ、ＪＡ佐渡では家の光12月号 最高普及率賞を受
賞しました。ＪＡ佐渡では12月号１月号の特別販売を行っておりま
す。「家の光家計簿」は特に支持を頂いており、長年愛用くださる
組合員の皆さまに支えられての受賞です。皆さまに感謝申し上げ
ます。また、記念講演ではアニメ「サザエさん」のマスオさんや「ア
ンパンマン」のジャムおじさんの声優としても有名な増岡弘さん
が、声や言葉の大切さや愛情の伝え方について講演しました。

ＪＡバンク窓口セールス
ロールプレイング新潟県大会

� 2014.11.8
　11月８日にＡＮＡクラウンプラザホテル新潟で、
窓口セールスロールプレイング新潟県大会が行われ、
赤泊支店がＪＡ佐渡の代表として参加しました。講
評では「ロープレでありがちな渉外担当者につなぐ、
ではなく窓口担当がお客様に電話をする。自分を売
り込む意識が素晴ら
しい」との評価をい
ただきました。各支
店、お客様へのサー
ビスを第一に考え、
より良いＪＡ佐渡を
目指して参ります。

第20回
農山漁村女性フォーラム

� 2014.12.5
　新穂トキのむら元気館において12月５日、第20
回佐渡農山漁村女性フォーラムが開催され、ＪＡや
漁協等各組織の女性メンバーら約160人が参加しま
した。「海・山・里・人 佐渡の宝を活かそう」をテー
マに、午前中は地域づくりについての講演と若手農
業者の活動紹介や自慢
の逸品紹介、午後は活
動事例発表として「佐
渡市の担い手育成につ
いて」「新鮮空間よらん
か舎の概要と状況」が
発表されました。
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　　　　　　　 地産地消フェスタ� 2014.11.30
　11月30日に佐和田体育館で「地産地消フェスタ2014」が開催
されました。約4,000人の来場者は佐渡の地物を販売する物産展

「佐渡まるごとふれあい市」、スイーツで地産地消をねらう「スイー
ツコンテスト」、市政施行10周年イベント「10ｍロールケーキづ
くり」などの多くのイベントを楽しみました。JA佐渡女性部は
佐渡産の番茶を振舞いながら自慢の農産物販売を行いました。

　　　　 グリーンミセス味噌作り� 2014.12.14
　12月14日、佐渡市ふれあい農村婦人の家で恒例のグリーン
ミセス「味噌作り」講習会を開催し、「健全な食と農を次世代
へつなげよう！」を合い言葉に集まった17人が、地場産大豆
90kgやこうじ90kg等を使った味噌作りに挑戦しました。茹で
あがった大豆の湯気が立ち込める中、「これ以上美肌になった
らどうしよう？」などと朗らかな笑い声と共に仕込んだ味噌は、
各自持ち帰って自宅で熟成させます。早ければ今年の夏には各
家庭で食されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はつらつ女性部 � 真野支部
　11月８日は望みどおりの好天に恵まれ、恒例の真野支店収穫感謝祭が盛大に執り行われました。女性部真野
支部では、前日から豚汁材料の準備やリサイクル品の値付け作業などに追われました。当日は、人出を見込ん
で作った豚汁が「さばけるか？」「みんなで手鍋さげてお持ち帰りになるかしら？」などの心配はどこへやら。『こ
れでもか』の大盛り大サービスに大勢のお客様が集まって下さり、ホッと胸をなでおろしました。また２杯も
おかわりした『つわもの』が何人も現れたとか。終了の時を迎え鍋のフタを開けたら、残りは家庭用鍋ひとつ
位と聞き、前日の仕込み作業や当日朝早くからの準備の疲れも何処かへ吹き飛んでしまいました。女性部のリ
サイクルコーナー・野菜コーナーも大盛況で、芸能ショーでは女性部のメンバーが艶やかな舞踊やレクダンス
を披露しました。日頃の練習成果を大勢の方に見てもらい大きな喝采をあび、新春の活動発表会に向け励みと
なりました。真野支部では、他にも生け花や手芸などのグループ活動、料理講習会や島内研修旅行などみんな
で楽しく活動しています。興味のある方、いつでも会員募集中です！

Aコープ金井店オープンセール＆根菜まつり
� 2014.17-19
　Aコープ金井店の駐車場が全面完成した記念に、12月17 ～
19日にオープンセールを開催しました。これに合わせ、17日
には新鮮空間よらんか舎で根菜祭りが行われ、佐渡で収穫され
た根菜類だけを使った根菜汁が午前と午後の２回、振舞われま
した。寒風吹き荒ぶあいにくの天気でしたが、来店者は根菜汁
で体を温め、八幡いもやレンコンの食感に舌鼓を打ちました。

ＪＡ佐渡青年部農業視察研修
� 2014.12.13-14
　ＪＡ佐渡青年部は、12月13日（土）～
14日（日）山形県で農業視察研修を行い
ました。視察先の「農事組合法人山形おき
たま産直センター」は米を中心に果物・野
菜などを販売し、農家と職員が一体となっ
て生産技術の向上を目指し日々努力してい
ます。青年部員は、有機栽培米・特別栽培
米等の取り組みの説明を受け、お互いに栽
培方法や販売、青年部の取り組みについて、
質問や意見交換を行いました。
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新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

介護・福祉についての ご相談・お問い合わせは ［佐渡ふれあい福祉会］ へ　電話63-2300（代表）

QA＆

佐
渡
ふ
れ
あ
い
福
祉
会

介
護
・
福
祉

　

新
生
児
の
聞
こ
え
の
検
査
（
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
）
は
、
難
聴
の
早
期
発
見
と

早
期
療
育
の
た
め
２
０
１
３
年
７
月
よ
り

佐
渡
市
で
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
つ
き
の
難
聴
、
い
わ
ゆ
る
先
天

性
難
聴
は
出
生
１
０
０
０
人
に
対
し
て
１

～
２
人
の
割
合
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
難

聴
の
早
期
発
見
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、

発
見
の
遅
れ
は
こ
と
ば
の
発
達
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
佐
渡
市
で
は
、
現
在
お
産

の
取
り
扱
い
が
佐
渡
総
合
病
院
に
限
ら
れ

る
た
め
、
検
査
に
つ
い
て
は
当
院
の
み
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
10
月
ま
で
の
時
点
で
検
査

の
実
施
率
は
、
約
94
・
2
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
全
国
平
均
約
60
～
70
％
程

度
と
比
べ
る
と
、
と
て
も
高
い
数
値
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
保
護
者
や
医
療
従
事

者
、
教
育
関
係
者
な
ど
の
難
聴
に
対
す

る
高
い
関
心
と
理
解
が
あ
っ
て
の
結
果

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

難
聴
の
発
見
は
、
全
国
的
に
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る
前
は
、
２
～
３
歳

頃
に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
に

よ
り
約
60
％
が
生
後
１
～
２
か
月
で
発
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早
期
発
見

さ
れ
る
こ
と
で
早
期
療
育
へ
も
つ
な
が
り

ま
す
。
難
聴
の
発
見
年
齢
が
早
い
方
が
、

よ
り
高
い
言
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も

分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
問
題
点
と
し
て

は
、
有
料
で
あ
る
点
が
一
つ
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
米
国
や
台
湾
な
ど
で
は
無
料
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
社
会
の
難
聴

へ
の
理
解
と
行
政
支
援
の
強
化
に
期
待
が

さ
れ
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
の
難
聴
に
つ
い
て
ご
意
見
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
兼
ね
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

耳
鼻
咽
喉
科
医
長

�

馬
場
　
洋
徳

「
新
生
児
の
聴
こ
え
の
検
査

（
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）に
つ
い
て
」

口
腔
ケ
ア
に

�

つ
い
て

Q
．
口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
肺
炎

を
予
防
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
用
品
が
あ
り

ま
す
か
？

A
．
お
口
の
中
は
、
微
生
物
が

繁
殖
し
や
す
い
条
件
が
揃
っ
て

お
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
の
疾

患
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
と
と
も
に
、
お
口
の

中
の
自
浄
作
用
は
低
下
し
ま
す

の
で
、
ご
家
庭
で
出
来
る
口
腔

ケ
ア
用
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
歯
ブ
ラ
シ

○
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ

○
舌
用
ブ
ラ
シ

○
口
腔
湿
潤
剤

○
歯
磨
き
テ
ィ
ッ
シ
ュ

○
う
が
い
受
け

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
に
適
し
た
口
腔
ケ
ア

用
品
を
選
び
、
可
能
で
あ
れ
ば

毎
食
後
に
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で

細
菌
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
口
腔
湿
潤
剤
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

○
明
治
オ
ー
ロ
ラ
コ
ー
ト
Ａ

　

茶
カ
テ
キ
ン
が
配
合
さ
れ
た

口
腔
湿
潤
ジ
ェ
ル
で
、
指
や
ブ

ラ
シ
等
に
小
豆
大
程
度
に
取

り
、
お
口
の
中
の
全
体
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
後
は
、
吐
き
出
す
か
ま

た
は
、
拭
き
取
っ
て
下
さ
い
。

　

万
一
、
飲
み
込
ん
で
も
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
睡
眠
中
の
湿
潤
を
保
つ

為
に
睡
眠
前
の
使
用
を
お
奨
め

し
ま
す
。

　

使
用
上
の
注
意
事
項
を
確
認

し
て
ご
使
用
下
さ
い
。

 　

価
格
は
税
込
１
６
４
５
円

で
す
。

商
品
の
お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館

　

電
話
６
３
―
２
３
０
０

ふ
れ
あ
い
館
南
佐
渡
（
羽
茂
）

　

電
話
８
８
―
３
６
６
０
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アイアイ ドド ルル

今月のさわや
かくん

い

生

き
い
き
人

佐和田支店管内（中原）

佐
さ

藤
とう

　恭
きょう

介
すけ

さん

Ｑ
．
趣
味
ま
た
は
現
在
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

昨
年
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
き
た

ば
か
り
な
の
で
、
佐
渡
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
と
今
で
は
感
じ
方
が
違
う

の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

Ｑ
．
休
日
は
ど
の
よ
う
に
す
ご
し

て
い
ま
す
か
？

観
光
地
巡
り
で
す
。
佐
渡
の
観

光
地
は
良
い
も
の
が
多
い
の
に
Ｐ

Ｒ
力
に
欠
け
る
と
思
い
ま
す
。
東

京
の
友
人
に
ど
う
紹
介
し
よ
う

か
、
考
え
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
こ
と
や
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

佐
渡
は
若
者
が
楽
し
め
る
場
所

が
少
な
い
の
で
、
楽
し
い
場
所
づ

く
り
を
し
て
み
た
い
。

Ｑ
．
お
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

美
容
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い

ま
す
が
、
施
術
中
に
無
表
情
で
も

帰
り
際
に
笑
顔
や
感
謝
の
声
を
頂

く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ
．
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

子
供
が
好
き
で
、
お
互
い
を
尊

重
し
合
え
る
よ
う
な
人
で
す
。

目指すは佐渡の観光大使！

真野支店管内（四日町）

臼木　柊
しゅう

くん　（４歳）

　　　晴
はる

くん　（２歳）
父　泰さん　母　陽子さん

優しいお兄ちゃんとひょうきんな弟は

いつも元気！２人でおんでこや獅子遊

びが大好きです。

ご両親からのメッセージ「元気にすく

すく育ってね。ケンカはほどほどに・・・」

両津支店管内（馬首）

左
さ

京
きょう

　栄
えい

次
じ

さん（81）

「
指
先
の
仕
事
で
頭
ス
ッ
キ
リ
！
」

大
工
一
筋
60
余
年
の
左
京
さ
ん
。
戦

後
に
新
潟
で
修
業
し
、
昭
和
26
年
か
ら

佐
渡
で
建
築
大
工
を
始
め
ま
し
た
。
家

が
山
伏
信
仰
だ
っ
た
事
か
ら
若
い
頃
に

山
伏
と
し
て
佐
渡
の
あ
ち
こ
ち
を
廻
り
、

そ
の
経
験
か
ら
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
寺

社
の
修
繕
や
額
作
り
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
最
近
は
木
彫
り
面
を
作
る
ほ
か
、

仏
像
彫
り
に
挑
戦
中
で
、
こ
の
冬
は
Ｊ

Ａ
佐
渡 

加
茂
出
張
所
に
七
福
神
の
面
を

展
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
は
指
先
の
仕
事
を
続
け

て
い
る
事
。
細
工
物
作
り
は
指
先
も
頭

も
使
う
の
で
、
常
に
頭
を
鍛
え
て
い
る

状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
続
け

て
い
き
た
い
と
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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お知らせ

理
事
会
だ
よ
り

11
月
６
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項（
臨
時
）

①�

平
成
25
年
産
米
の
追
加
払
い
に
つ
い
て

11
月
18
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

年
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

②
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

③
企
業
年
金
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

11
月
27
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

役
員
報
酬
等
審
議
委
員
会
会
則
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

②�

役
員
報
酬
等
審
議
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

③�

平
成
27
年
５
月
役
員
候
補
者
推
薦
手

続
き
に
つ
い
て

★☆★ 今月のＡコープの日 １月19日（月）～ 20日（火）ポイント２倍！ ★☆★
＊＊＊＊＊　毎週火曜日：ポイント２倍　毎月第２日曜日：レジ袋持参で５ポイント　毎月第３日曜日：５％OFFの日　＊＊＊＊＊

11月末　ＪＡの概況

前年比
組合員数 16,114人 （267人）
（内正組合員数） （8,920人） （△211人）
（内准組合員数） （7,194人） （467人）
貯　金 1,133億4,597万円 （△８億5,591万円）
貸出金 179億7,273万円 （△12億5,365万円）
共済保有高（保障）4,438億2,871万円（△151億8,747万円）
購買品供給高 37億1,740万円 （△３億5,706万円）
販売品販売高 38億5,688万円 （△12億6,390万円）

★お問合せはこちら★
●両津・金井・畑野・新穂地区…「あんずの家」電話：23－3303担当：石川・高山
●佐和田・相川・真野・小木・赤泊・羽茂地区…「まつはらの家」電話：52－4744担当：加藤・丸山

小型家電無料回収いたします。あんずの家
まつはらの家
　社会福祉法人佐渡福祉会が運営する障害福祉サービス事業所『あんずの家』（両津湊）、『ま
つはらの家』（八幡）では、平成 25 年度から新潟県基板ネットワーク（新潟県の障がい者施設
23 施設による小型家電を解体、販売するためのネットワーク）に加盟し、使用済小型家電の
解体作業を行っています。解体した小型家電の基板やアルミニウム、ステンレス等を取り出し
日本国内の企業に販売、再資源化するものです。この作業で得た収益は全て利用者さんの工賃
となっています。使用しなくなったパソコンや携帯電話、ゲーム機等がありましたら佐渡市の
回収拠点へお持ちいただくか、あんずの家、まつはらの家へ直接お持ち下さい。対象となる小
型家電は無料で回収致します。※引受できない機器もございますので、事前にお問合せ下さい。

　１年間練習した舞踊やダンス等の発表を行
います。会場は、一般の方々にも開放しており
ますので、お気軽にお越しください。また、今
年度は特別に新春発表会としておりますの
で、皆さまぜひ御着物でご来場くださいませ。

第16回　新春
女性部活動発表会（家の光大会）
日　時：平成27年１月25日（日）

10：00～15：00
場　所：アミューズメント佐渡  

はまなすホール
入場料：無 料

　当ＪＡ発行の平成27年ＪＡカレン
ダーについて記載漏れがございました
ので、お知らせいたします。
　カレンダー台紙下部の「お問合せ
先」に直売所が記載されておりません
でした。申し訳ございませんでした。

新鮮空間よらんか舎　63－3538
菜菜きて屋まの　　　55－4151

平成27年ＪＡカレンダー
記載漏れのお詫び

や

１月19日頃から２月上旬にかけて開催を
予定しております。

　詳しくは、各支店よ
りご案内致しますの
で、皆さまぜひご参加
いただき、ご意見をお
聞かせ下さい。

冬季地域座談会開催の
ご 案 内 １月のオススメ情報

ほうれん草
ほうれん草の旬は11～２月
です。一年中市場に出回りま
すが、旬の冬は特に味が良
く、栄養価も上がります。栄

養豊富な野菜で鉄分、多種多様なミネラル類、
カロテン、ビタミンC、葉酸を多く含みます。

　１月10日（土）に新鮮空間よらんか舎店
内にて葉物祭りを開催します。今回紹介のほ
うれん草やプチヴェール以外にも人気のオー
タムポエム・小松菜などいろいろな葉物を食
べ比べできます。詳しくは店頭告知にて確認
して下さい。
※天候により採れる量が少なく、食べ比べで
きない品目もある場合はご容赦願います。

プチヴェール
プチヴェールは「小さい
緑」という意味を持ち、
ケールと芽キャベツを交配
することで生まれた野菜で
す。プチヴェールには、β-
カロテンやビタミンＣ、鉄、カルシウム、食物
繊維など、現代人に不足しがちな栄養素がバラ
ンス良く豊富に含まれています。塩を入れた熱
湯で２～３分茹で、塩やドレッシングをかける
だけで美味しく、和洋問わずに食べられます。

★葉物祭り開催★

預入期間　　　  店頭表示金利　　  預入期間　　　  店頭表示金利

１年 ＋ 年0.2％　３年 ＋ 年0.3％

相続定期貯金　　　　　memories
　ご家族から受継いだ大切な資産だからこそ感謝を込めて、ていねいに大
切に扱いたい。この思いをのせてＪＡ佐渡の相続定期貯金「思い出」は相
続等からのお預け入れに限り金利を上乗せさせていただきます。
　スーパー定期貯金の店頭表示金利に預入期間に応じた次の金利を上乗せ致します。

 詳しくは、お近くの貯金窓口へお問合せください。

JAバンク
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挑戦 !
!

エーコープマーク
推奨品

Ａコープの得する情報

タ テ の カ ギタ テ の カ ギ
❶七福神の一人　タイを抱えています
❹117に電話すると分かります
❼スライスして焼いた食パン
❾笑い話の最後に付けるもの
�階段の途中の広くなっている所
�たばこの一種　紙巻きより大きい
物が多い

�ロシアの首都
�漢字では羊の歯と書く植物
�海や川で魚介を捕るのが仕事
�肉や乳などを利用するために飼育
します

�寝室から聞こえる「グォー、グォー」

ヨ コ の カ ギヨ コ の カ ギ
❶平成27年は乙未（きのとひつじ）
❷鶏肉はチキン、牛肉は──
❸煙突の中にたまります
❺湖に張ったらスケートができるかも
❻ツルの物は長くワシは鉤（かぎ）形
❽最短距離の道は通らずに……
�縄文時代の物には縄で付けた模様
があります

�すらりと伸びた──のような脚
�金属をたたいて薄く延ばした物
�徳島県名産のかんきつ類
�１週間に７種類あります
�夕空に輝く──の明星
�晴れ着で成人──に出席する若者

【締め切り�１月22日㈭必着】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。

　当選発表は２月号誌面。

　皆様にご記入いただいた個人情
報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

【解き方】
　クロスワードを解いてＡ〜Ｅの
二重ワクの文字を並べると、一つ
の言葉がでます。それが答えです。

土屋　利空さん
早川　　義さん
斉藤　昭博さん
安藤登代子さん
杉山美穂子さん

12月号の答え

12月号の当選者

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

１
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○○○○

・ 郵便番号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡の感想、

  農業やＪＡにつ

  いて思われるこ

  となど

クロスワード

応 募 方 法

☆規　格� 200ｇ １袋
☆特典価格（税抜）　258円
　� 通常価格278円（税抜）

エーコープ推奨品クーポン券

� （税抜）

200ｇ　１袋　258円 　
� 通常価格278円（税抜）

エーコープ

野菜がおいしい鍋スープ
寄せ鍋しょうゆ、塩ちゃんこ、キムチ鍋、豆乳鍋の４種類のうち１品

ご利用期間　平成27年１月１日～ 31日
※クーポン券１枚で１品限りお求めいただけます。

きりとりせん

下記のクーポン券を切り取って、お近くのＡ
コープ店にご持参ください。対象商品を特典
価格にてご提供いたします。

　ＡＢＣDＥＦ
　ジヨヤノカネ

◎特徴

　国内で栽培、加工された原材料を50％以上使用して
います。また、５倍濃縮タイプですので、水800ｍlで
１ℓの鍋スープができます。

◎調理方法

①�材料を食べやすい大きさに切ります。
②�鍋に本品を入れて、水またはお湯を700ｍl ～ 800ｍl

加え火にかけます。
③�肉類など火の通りにくいも
のから先に入れます。
④�野菜を入れて火が通り始め
たらアクを取ります。
⑤�10分程煮込んでお召し上が
りください。

これからの寒い季節にピッタリ！！

エーコープ 野菜がおいしい
� 鍋スープ

いずれか
１品

いずれか
１品

エーコープ
野菜がおいしい
鍋スープ

寄せ鍋しょうゆ、塩ちゃんこ、キムチ鍋、
豆乳鍋の４種類のうち１品
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食べて
み～っちゃ

JA
 

　
　
　
　
　
　
2
0
1
5
．
１
　
V
O
L.2
5
8

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

営
農
情
報
や
Ｊ
Ａ
佐
渡
グ
ル
ー
プ
の

お
得
情
報
を
無
料
配
信
！

2015年
（
平
成
27年

）
１
月
１
日
発
行
	

発
行
＝
佐
渡
農
業
協
同
組
合

〒
952-8502　

佐
渡
市
原
黒
300番

地
１
	

電
話
0259（

27）
6161（

代
表
）

印
刷
所
＝
㈱
第
一
印
刷
所

　　　お求めはお近くの JA支店窓口へ

命によりそうということ
カリスマ助産師が伝えるお産と子育て

１時間でよくわかる

楽しい JA講座
相続対策の９割は
遺言書で決まる

野菜がたっぷり食べられる

あたたかいサラダ

・JAとは？協同組合とは？どん
な活動をしているのか？など、
JAや協同組合の仕組みや事業、
課題や将来性について 16 の
テーマごとに親しみやすいマン
ガ付でわかりやすく解説。各種
研修のテキストに最適。
・北川太一　著
・定価（税込）432円

・老後にかかるお金はいくら？自
分の死後、相続税はどうなるの
か？など、老後も死後も自分と
家族が困らないために“これだ
けは知っておきたい”相続に関
するポイントを遺言書作成のプ
ロがわかりやすく解説。
・本田桂子　著
・定価（税込）1,296 円

・ゆでる、蒸す、炒める、揚げる…、
加熱することで野菜の香りやう
まみが際立つ、新感覚サラダレ
シピ。肉や魚などさまざまな食
材と組み合わせれば、おかずや
おつまみにも変身！　野菜の食
べ方がもっと広がる。

・堤　人美　著
・定価（税込）1,296 円

・多くのお産や育児をサポートし
てきたカリスマ助産師が授け
る、出産・育児のアドバイス集。
妊婦さんや産婦さんの不安につ
いて、確かな経験にもとづいた
知恵を伝授。出産の素晴らしさ、
育児の大切さがよくわかる。

・神谷整子　著
・定価（税込）1,404 円

米粉を使ったちぢみ＆かぶとだんごのシチュー
� りんごとさつまいものきんとん

作り方材　料
ちぢみ（４人分）
さどっ粉（米粉ミックス粉）���120ｇ
コショウ������������少々
ごま油�����������大さじ２
卵���������������１個
だし汁������������150ml
キムチ������������ 150g
ニラ��������������50g
人参��������������30g
シーフードミックス������ 100g
塩��� 適量（キムチの味によりお好みで）
マヨネーズ�����������適量

かぶとだんごのシチュー（２人分）
シチュー
さどっ粉（米粉ミックス粉）��大さじ２
かぶ������������� 200g
サクラエビ���������大さじ２
玉ねぎ������������ 1/2個
バター（具材炒め用）�����大さじ１
チキンコンソメ�������大さじ１
牛乳�������������300ml
水��������������100ml
塩・コショウ����������少々
だんご
さどっ粉（米粉ミックス粉）����50g
牛乳������������� 50ml
かぶの葉������������25g

りんごとさつまいものきんとん（２人分）
りんご������������ 100g
さつま芋����������� 130g
バター�������������10g
水�������������� 50cc
レモン汁����������小さじ１

ちぢみ
１．�ボールにふるった米粉を入れ、コショウ、ごま油、とき卵を入れ軽くまぜる。だ
し汁を少しずつ加えながら、泡立て器でまぜ、ダマができないように生地を作る。

２．�ニラは３cmに切り、人参は細切りにし、キムチも食べやすい大きさに切る。シー
フードミックスは解凍しておく。

３．��１のボールに２を加える。キムチの味によっては塩加減を調整する。
４．�フライパンにごま油（分量外）をひき３の生地を薄く広げて、弱めの中火で６分
ほど焼く。表面が乾いた感じになったらひっくり返し、更に５～６分程焼けば出
来上がり。

かぶとだんごのシチュー
１．�だんごを作る。ボールに米粉とみじん切りにしたかぶの葉を入れて牛乳で固さを
調節しながらよくねる。一口大に丸めて中央をくぼませる。鍋にお湯を沸かし、
沸騰したら丸めただんごを入れ、浮き上がってきたらすくって水にとる。

２．�かぶは茎を２cmほど残して皮をむき1/4に切っておく。鍋にバターを溶かして
みじん切りにした玉ねぎを炒め、すき通ってきたら、かぶ、サクラエビ、水、チ
キンコンソメを入れ、フタをして中火で５分ほど煮る。

３．�かぶに火が通ったら牛乳を入れ煮立て、１のだんごを加える。水でといた米粉を
入れてとろみをつけ、塩、コショウで味をととのえたら出来上がり。

りんごとさつまいものきんとん
１．�りんごは皮をむいて小さな角切りにする。さつま芋は皮をむき角切りにしたら水
につけ、アクを取る。

２．�小鍋にりんご、バター、水50ccを入れ火にかけ、りんごが柔らかく汁気がなく
なるまで煮る。途中水分が足りなくなれば水をたす。

３．�さつま芋は蒸し器で蒸す。レンジでチンしても良い。
４．�芋をつぶし煮込んだりんごと混ぜ合わせ、レモン汁を混ぜれば出来上がり。お好
みで濡れガーゼやサランラップできんとん風に絞っても良い。

ワンポイント
　シチューと同じ工程でグラタンにもなる！米粉を水で溶いて入れる時に米粉
の分量を少し多めに入れると、とろみが強くなる。後は、パン粉や粉チーズを
ふり、220℃で焼けば出来上がり！

女性部　金井支部のみなさん

好
評
既
刊
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